
海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱

（目的）

第１条 この要綱は、海陽町内に住宅用太陽光発電システム（以下「発電システム」とい

う。）を設置する者に、その設置に要する経費に対して予算の範囲内で補助金を交付する

ことにより、環境への負荷の少ないクリーンエネルギーの普及促進に寄与することを目的

とする。

２ 前項の補助金の交付に関しては、海陽町補助金交付要綱（平成１８年３月３１日）に

定めるもののほか、この要綱に定めるものとする。

（定義）

第２条 この要綱において「住宅用太陽光発電システム（以下「発電システム」という。）」

とは、住宅の屋根等への設置に適したものであり、電気事業者の配電線と逆潮流ありで連

係する太陽光発電システムをいう。

（補助対象事業）

第３条 補助金は、海陽町内において実施され、かつ、次に掲げる要件の少なくともいず

れかを備える発電システムを住宅に設置する事業（以下「補助事業」という。）に対して

交付する。

（１） 太陽電池の最大出力（発電システムを構成する太陽電池の最大出力の合計値（ｋ

ｗ表示とし、小数点以下第２位未満の端数は四捨五入する。）をいう。以下同じ）

が１０キロワット未満の発電システムであること。

（２）パワーコンディショナの定格出力（発電システムを構成するパワーコンディショナ

の定格出力の合計値（ｋｗ表示とし、小数点以下第２位未満の端数は四捨五入する。））

が１０ｋｗ未満の発電システムであること。

（補助対象者）

第４条 補助金の交付を受けることができる者は、居住を目的とする町内の住宅（店舗等

の併用住宅を含む）に対象システムを設置する者であり、次の各号のいずれにも該当する

者とする。

（１） 町内に住所を有する者であること。又は、対象システム設置後１年以内に町内

に住所を有する見込みである者。

（２） 申請時において、町税の滞納のない者とする。

２ 対象システムに対する補助金の交付は、１世帯につき１回限りとする。

（補助金の交付額）

第５条 補助金の交付額は、１キロワット当たりの基準額に対象システムを構成する太陽

光電池モジュールの最大出力（単位はキロワットとし、１キロワット未満の端数があると

きは、小数点以下第２位未満の端数は四捨五入する。）を乗じて得た額（当該額が限度額

を超えるときは限度額とする。また、１，０００円未満の端数があるときは、これを切り

捨てる。）とする。



２ 前項の基準額および限度額は、次のとおりとする。

基準額 限度額

４０，０００ 円 １６０，０００ 円

（補助金交付の申請）

第６条 補助金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、当該対象シス

テムに係る設置工事の着手前に、海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付申請

書（様式第１号）に次に掲げる書類を添えて、町長に提出しなければならない。

（１） 対象システムの設置場所及び付近の見取り図

（２） 工事着工前の現場写真

（３） 太陽電池の最大出力値を算定した根拠資料

（４） パワーコンディショナの定格出力（発電システムを構成するパワーコンディシ

ョナの定格出力の合計値）の根拠資料

（５） 対象システム設置費見積書の写し

（６） 前年度における電力使用量（様式第１号の２）

（７） その他町長が必要と認める書類

（補助金交付の決定）

第７条 町長は、前条による申請があったときは、速やかにその内容を審査し、補助する

ことを決定したときは、海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付決定通知書（様

式第２号）により、補助しないことを決定したときは海陽町住宅用太陽光発電システム設

置費補助金交付不決定通知書（様式第３号）により、申請者に通知するものとする。

（計画変更の承認）

第８条 前条の規定による交付決定を受けた申請者は、補助金交付申請書の内容を変更し

ようとする場合、又は設置の中止若しくは廃止しようとするときは、海陽町住宅用太陽光

発電システム設置費補助金計画変更申請書（様式第４号）を町長に提出し、その承認を受

けなければならない。

（補助金実績報告）

第９条 申請者は、設置工事が完了した日から３０日以内、又は交付決定の日の属する年

度の３月３１日のいずれか早い日までに海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金実

績報告書（様式第５号）に次に掲げる書類を添えて、町長に提出しなければならない。

（１） 対象システム設置費に係る領収書の写し

（２） 対象システム設置費に係る内訳書（様式第５号の２）

（３） 電気事業者との電力受給契約書の写し

（４） 太陽電池モジュールの製造番号及び出力表（様式第５号の３）

（５） 対象システムの保証書の写し

（６） 対象システムの設置状況を示す写真（建物全体写真、太陽電池モジュール、接

続箱、パワーコンディショナ、発生電力計、余剰電力販売用電力計が確認でき

る写真） ※パワーコンディショナは型式名と製造番号が確認できるもの



（７） その他町長が必要と認める書類

（補助金交付の確定）

第１０条 町長は、前条の補助金実績報告書の提出があったときは、すみやかにその内容

を審査及び現地調査し、適正と認めた場合には、補助金の額を確定し、海陽町住宅用太陽

光発電システム設置費補助金交付確定通知書（様式第６号）により、申請者に通知するも

のとする。

（補助金の請求及び交付）

第１１条 申請者は、前条の補助金交付確定通知を受けたときは、町長に海陽町住宅用太

陽光発電システム設置費補助金交付請求書（様式第７号）を提出し、町長は、これに基づ

き補助金を交付するものとする。

（処分の制限）

第１２条 申請者は、当該対象システムの出力保証期間内において、廃棄、譲渡等により

処分しようとするときは、処分承認申請書（様式第８号）を町長に提出し、その承認を受

けなければならない。

（交付決定の取り消し）

第１３条 町長は、申請者が次の各号のいずれに該当すると認めたときは、補助金の交付

の決定の全部又は一部を取り消すことができる。

（１） 補助金の交付の条件に違反したとき。

（２） 偽りその他不正の手段により補助金の交付を受けたとき。

（３） 前条の規定に違反して対象システムを処分したとき。

（補助金の返還）

第１４条 町長は、補助金の交付の決定を取り消す場合において、当該取り消しに係る部

分に関し、既に補助金が交付されているときは、申請者に対し、期限を定めてその返還を

命ずるものとする。

（協力）

第１５条 申請者は、対象システム設置年度より１年間、システム定期報告書（様式第９

号）を町長に提出するものとする。

１ 町長は、前項の規定による期間以降についても申請者に対し、必要に応じて、売買電

力量等の情報提供を求めることができるものとする。

（その他）

第１６条 この要項に定めるもののほか必要な事項は、町長が別に定める。

附則

この要項は、平成２２年４月１日より施行する。

平成２５年４月１日改正（第３条関係）令和元年５月１５日改正（元号関係）



様式第１号（第６条関係）

海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付申請書

令和 年 月 日

海陽町長 三 浦 茂 貴 殿

申請者 住 所

氏 名 印

電 話

海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱第６条の規定により、下記のと

おり補助金交付を申請します。

記

１．設置場所 海陽町

２．太陽電池の最大出力値 キロワット

３．パワーコンディショナの定格出力 キロワット

４．補助金交付申請額 円

５．工事着工予定日 令和 年 月 日

６．工事完了予定日 令和 年 月 日

７．補助対象区分 （１）既存住宅に対象システムを設置

（いずれかに○印） （２）対象システムが設置された住宅を新築

（居住予定 令和 年 月 日）

８．添付書類 （１）対象システムの設置場所及び付近の見取り図

（２）工事着工前の現場写真

（３）太陽電池の最大出力値を算定した根拠資料

（４）パワーコンディショナの定格出力の根拠資料

（５）対象システム設置費見積書の写し

（６）前年度における電力使用量（様式第１号の２）

（７）その他町長が必要と認める書類



様式第１号の２（第６条関係）

電力使用量報告書（前年度分）

１．電力使用量報告年度 年度

２．電力契約種別 従量電力契約 ・ 時間帯別電灯

３．月々の電力使用量

電力使用量

４月 ｋＷｈ （ ）ｋＷｈ

５月 ｋＷｈ （ ）ｋＷｈ

６月 ｋＷｈ （ ）ｋＷｈ

７月 ｋＥｈ （ ）ｋＷｈ

８月 ｋＷｈ （ ）ｋＷｈ

９月 ｋＷｈ （ ）ｋＷｈ

１０月 ｋＷｈ （ ）ｋＷｈ

１１月 ｋＷｈ （ ）ｋＷｈ

１２月 ｋＷｈ （ ）ｋＷｈ

１月 ｋＷｈ （ ）ｋＷｈ

２月 ｋＷｈ （ ）ｋＷｈ

３月 ｋＷｈ （ ）ｋＷｈ

※時間帯別電灯契約の場合は、昼夜を分けて（ ）内に夜間電力量を記入下さい。



様式第２号（第７条関係）

海住環第 号

殿

海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付決定通知書

令和 年 月 日付けであった補助金の交付については、下記のとおり決定したので、

海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱第７条の規定により通知します。

令和 年 月 日

海陽町長 三 浦 茂 貴

交付決定額 金 円

交付条件 （１） 補助金交付申請の内容を変更する場合又は設置を中止す

る場合は、変更承認申請書により町長の承認を受けること。

（２） 設置工事の完了後３０日以内又は当該年度の３月３１日

のいずれか早い日までに補助金実績報告書を提出すること。

（３） 海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱

に規定する条件に違反があった場合、交付決定補助金額の

全部又は一部を取り消すことがあります。



様式第３号（第７条関係）

海住環第 号

殿

海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付不決定通知書

令和 年 月 日付けであった補助金の交付については、不決定となりましたの

で、海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金要綱第７条の規定により通知します。

令和 年 月 日

海陽町長 三 浦 茂 貴



様式第４号（第 8条関係）

海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金計画変更承認申請書

令和 年 月 日

海陽町長 三 浦 茂 貴 殿

申請者 住 所

氏 名 印

電 話

海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱第 8条の規定により、下記のと
おり補助金交付申請内容の変更承認を申請します。

記

１．補助金交付決定指令番号 海住環第 号

２．変更の内容

３．変更の理由



様式第４号の１（第８条関係）

海住環第 号

殿

海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金計画変更承認書

令和 年 月 日付けであった太陽光発電システムの計画変更について、承認と

なりましたので、海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金要綱第 8条の規定により
通知します。

令和 年 月 日

海陽町長 三 浦 茂 貴



様式第５号（第９条関係）

海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金実績報告書

令和 年 月 日

海陽町長 三 浦 茂 貴 殿

申請者 住 所

氏 名 印

電 話

海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱第９条の規定により、下記のと

おり設置完了を報告します。

記

１．補助金交付決定指令番号 海住環第 号

２．設置場所 海陽町

３．太陽電池の最大出力値 キロワット

４．パワーコンディショナの定格出力値 キロワット

５．補助金交付申請額 円

６．設置完了日 令和 年 月 日

７．添付書類

（１） 対象システム設置費に係る領収書の写し

（２） 対象システム設置費に係る内訳書（様式第５号の２）

（３） 電気事業者との電力受給契約書の写し

（４） 太陽電池モジュールの製造番号及び出力表（様式５号の３）

（５） 対象システムの保証書の写し

（６） 対象システム設置状況を示す写真（建物全体写真、太陽電池モジュール、

接続箱、パワーコンディショナ、発生電力計、余剰電力販売用電力計が確

認できる写真）

※パワーコンディショナは型式と製造番号が確認できるもの

（７） その他町長が必要と認める書類



様式第５号の２（第９条関係）

対象システム設置費内訳書

項 目 製造者名 形 式 金 額

太陽電池モジュール 円

架台 円

接続箱 円

直流側開閉器 円

パワーコンディショナ 円

保護装置 円

発生電力計 円

余剰電力販売用電力計 円

配線・配線器具 円

設置工事費 円

円

円

小 計 円

消費税 円

合 計 円



様式第５号の３（第９条関係）

太陽電池モジュールの製造番号及び出力表

①太陽電池モジュールメーカー

②太陽電池モジュール形式名

③太陽電池モジュールの公称最大出力（ＪＩＳ規格規定値）

Ｗ

製造番号（左詰で記入） 注：英字は大文字記入

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０



様式第６号（第１０条関係）

海住環第 号

殿

海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付確定通知書

令和 年 月 日付けで実績報告のあった補助金の交付については、下記のとおり

確定したので海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱第 10 条の規定によ
り通知します。

令和 年 月 日

海陽町長 三 浦 茂 貴

記

１．補助金交付確定額 金 円

２．交付条件 （１） 対象システムの出力保証期間内において、廃棄、譲渡等によ

り処分しようする場合は、処分承認申請書により町長の承認を

受けること。

（２） 対象システム設置年度より１年間、システム定期報告書を町

長に提出すること。

（３） 海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱に規

定する条件に違反する場合は、補助金交付決定の全部又は一部

を取り消し、補助金の返還を命ずることがあります。



様式第７号(第１１条関係)

補 助 金 請 求 書

年 月 日

海陽町長 三 浦 茂 貴 殿

請求者住所

氏名 印

電話

右の金額を請求します。 請求金額 一金 円

補 助 事 業 名 令和 年度 海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助事業

補助指令金額 一金 円

補助指令年月日 令和 年 月 日

補助指令番号 海陽町指令海住環 第 号

補 助 額 一金 円

既 受 領 円

今 回 請 求 額 一金 円

残 額 円

請 求 区 分 １精算 ２概算 ３前金

口 座 振 込 先 金融機関名（ ）店舗名（ 本・支 店 ）

預金種別（ １普通 ２当座 ３その他 ）

口座番号（ ）

口座名義（カタカナ書き）

（ ）



様式第８号（第１２条関係）

海陽町住宅用太陽光発電システム処分承認申請書

令和 年 月 日

海陽町長 三 浦 茂 貴 殿

申請者 住 所

氏 名 印

電 話

海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱第１２条の規定により、下記の

とおり対象システム処分の承認を申請します。

記

１．補助金交付確定通知番号 令和 年 月 日付け 海住環第 号

２．対象システム設置場所 海陽町

３．処分の方法 廃棄 ・ 譲渡 ・ 売却 ・ 交換 ・ その他

（該当項目に○印） その他の場合は具体的に記載

（ ）

４．処分の時期 令和 年 月 日

５．処分の理由



様式第９号（第１５条関係）

海陽町住宅用太陽光発電システム定期報告書

令和 年 月 日

海陽町長 三浦 茂貴 殿

申請者 住 所

氏 名 印

電 話

海陽町住宅用太陽光発電システム設置費補助金交付要綱第１５条の規定により、下記の

とおり定期報告します。

記

１．補助金交付年度 年度

２．電力契約種別 従量電灯契約 ・ 時間帯電灯契約

（該当項目に○印）

３．月々の発生電力量及び売買電力量

発生電力量 売り電力量 買い電力量

４月 kWh kWh kWh ( )kWh
５月 kWh kWh kWh ( )kWh
６月 kWh kWh kWh ( )kWh
７月 kWh kWh kWh ( )kWh
８月 kWh kWh kWh ( )kWh
９月 kWh kWh kWh ( )kWh

１０月 kWh kWh kWh ( )kWh
１１月 kWh kWh kWh ( )kWh
１２月 kWh kWh kWh ( )kWh
１月 kWh kWh kWh ( )kWh
２月 kWh kWh kWh ( )kWh
３月 kWh kWh kWh ( )kWh

※ 「売り電力量」とは、電気事業者への余剰電力販売量です。

※ 「買い電力量」とは、電気事業者より供給を受けた購入電力量です。

※ 時間帯別電灯契約の場合は、昼夜を分けて（ ）内に夜間電力量を記入下さい。


